
諸 言

水銀は天然に存在する重金属であり、土壌、大気、海洋
等、環境を循環している。海洋に到達した水銀の一部は主
として微生物の作用でメチル化され、神経毒性を有するメ
チル水銀の形態へ変換される。海洋中のメチル水銀は生物
濃縮により高次捕食者に比較的高濃度に蓄積されることが
知られている。わが国では工業廃水に起因したメチル水銀
を高濃度に蓄積する魚介類の喫食により水俣病が発生し、
水銀に関する社会的関心が高まった。そして、熊本大学医
学部１０年後の水俣病研究班の報告書１）を契機として昭和
４８年７月に魚介類中の水銀濃度について、総水銀０．４μg/g、
メチル水銀０．３μg/g（水銀として）の暫定的規制値２）が設
定された。一般に日本人の平均的な食生活による魚介類の
摂取量３）では健康被害が生じる可能性は極めて低いと考え
られる。しかし、血液脳関門機能が未熟な胎児では中枢神
経系がメチル水銀による影響を最も受けやすく４）、妊婦に
おけるメチル水銀の耐容週間摂取量が設定されたことから、
厚生労働省は妊婦の水銀摂取量を低減しつつ、魚食の優れ
た有益性５，６）を享受できるよう注意事項７）を公表している。
一方、道では昭和４９年から、北海道近海産魚介類の総水
銀濃度調査を実施し、その結果を報告してきた８―２１）。本稿
では平成３０年度から令和２年度の結果について報告する。

方 法

１．試料

調査対象試料は道内保健所の協力のもと、調査期間に道
内各地の漁協１８機関から買い上げた北海道近海産の魚介
類１７種３３検体（魚類１２種２２検体、貝類４種９検体及び
頭足類１種２検体）を使用した。

２．試薬・装置

水銀標準液は富士フイルム和光純薬工業（株）製の JCSS

認証水銀標準液（Hg１００）を用いた。塩酸、硝酸、過塩
素酸（６０％）、硫酸及び塩化スズ（Ⅱ）二水和物は、富士
フイルム和光純薬（株）製の有害金属測定用試薬を用いた。
水銀測定には、（株）HIRANUMA 製の水銀測定装置 HG−

４００を用いた。
３．分析方法

総水銀の測定は既報２０）に従った。すなわち、試料から湿
式分解により試験溶液を調製し、還元気化原子吸光光度法
により総水銀濃度を測定した。

結 果

測定結果を表１に示す。検体は魚類、貝類及び頭足類に
分類し、検体名は標準和名とし、地方名が広く浸透してい
る種は括弧書きで地方名を附記した。測定値は小数点以下
３桁で記載し、定量下限値（０．０１μg/g）未満の場合は ND

とした。平均値を算定する際は、NDを０μg/gとし、検
体数が１検体のものは測定値を平均値とした。
平成３０年度から令和２年度に調査した３３検体中３０検

体から定量下限値以上の総水銀が検出された。このうち
１６検体の総水銀濃度は、暫定的規制値である０．４μg/gの
１０分の１以下の濃度であった。また、０．１０μg/gを超過し
た検体は認められず、いずれも暫定的規制値未満であった。
調査期間中の最大値は令和元年度のスケトウダラで０．０９３
μg/g、次いで令和元年度のエゾボラ（マツブ）で０．０８９μg/g

の総水銀が検出された。調査期間中の総水銀濃度の平均値
は魚類で０．０４２μg/g、貝類で０．０２９μg/g、頭足類で０．０３３
μg/gであり、魚類は貝類や頭足類に比べてやや高い総水
銀濃度を示した。一方、１検体ではあるものの、令和元年
度のエゾボラは魚類と同程度の総水銀濃度を示し、過去の
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報告１８―２１）からも貝類の中では高めの総水銀濃度を示してい
た。以上の結果より、北海道近海産魚介類の総水銀濃度は
暫定的規制値未満であるが、平均して暫定的規制値の１０
分の１程度は検出されており、今後もデータの蓄積を継続
するとともに、さらに詳細な解析を行う予定である。
最後に、本調査の実施にあたり、検体の入手にご協力い

ただいた北海道保健福祉部健康安全局食品衛生課ならびに
道内保健所の関係各位に深謝いたします。
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検体名 検体数
最小値
（μg/g）

最大値
（μg/g）

平均値
（μg/g）

魚類 ２２ ０．０１６ ０．０９３ ０．０４２

サケ ６ ０．０２５ ０．０４１ ０．０３０

サンマ ３ ０．０４６ ０．０５７ ０．０５１

ホッケ ２ ０．０４１ ０．０５０ ０．０４６

ソイ １ － － ０．０６０

マイワシ １ － － ０．０１６

クロガシラガレイ １ － － ０．０２５

ソウハチ １ － － ０．０４４

ヌマガレイ ２ ０．０３７ ０．０５０ ０．０４４

ババガレイ
（ナメタガレイ）

１ － － ０．０３２

マガレイ １ － － ０．０４３

スケトウダラ ２ ０．０４０ ０．０９３ ０．０６６

マダラ １ － － ０．０５５

貝類 ９ ND ０．０８９ ０．０２９

ホタテガイ ４ ND ０．０１２ ０．０１１

ウバガイ
（ホッキガイ）

３ ND ０．０４４ ０．０１７

エゾボラ
（マツブ）

１ － － ０．０８９

アサリ １ － － ０．０２７

頭足類 ２ ０．０３２ ０．０３４ ０．０３３

スルメイカ ２ ０．０３２ ０．０３４ ０．０３３

全体 ３３ ND ０．０９３ ０．０３８

表１ 北海道近海産魚介類中の総水銀濃度

ND：定量下限値未満
定量下限値：０．０１μg/g
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